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研究成果の概要： 
 
本課題は、課題番号 15730251（平成 15-17 年度）からの継続であると同時に、その成果を

受けて浮上した新たな研究課題に向けた展開可能性を探るための探索的・準備的なものと位置

づけられている。出発点は、書籍『住民投票運動とローカルレジーム』にまとめた新潟県巻町・

柏崎市（地方国）と、首都東京（東京国）の間に横たわる亀裂状況であった。この亀裂状況を

実証したうえで、どうすれば連携に進めるのか模索するという「亀裂から連携へ」という二段

階の研究展開を想定していた。しかし実際には、北海道の旧産炭地および南ウェールズの事例

と出会う中で、一足飛びに「連携」の問題を考えることとなった。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 1,200,000 0 1,200,000  

２００７年度 1,300,000 0 1,300,000  

２００８年度 1,100,000 330,000 1,430,000  

年度  

  年度  

総 計 3,600,000 330,000 3,930,000  

 
研究分野： 社会科学 
科研費の分科・細目： 社会学・社会学 
キーワード：  地域社会学 
 
１．研究開始当初の背景 

 

 

研究代表者は平成15年度から17年度にかけ

て、「『リスク社会』における地域情報空間の

配置と亀裂に関する比較研究」というタイトル

で科学研究費（若手（Ｂ））を受けているが（課

題番号15730251）、平成18年度から開始された

本課題はその成果を踏まえて、新たな展開を確

立するための基礎作業と位置づけられている。 
先述の15730251の実績報告書では、さらなる

研究展開の方向性を二つ示唆した。Ａ．東京圏

内、あるいは東京圏と非東京圏の亀裂の状況を、

より総合的に明らかにすること。 Ｂ．その亀

裂状況をこえて、持続可能な自治のモデルを探

求していくこと、説得的な具体例を構築してい

くこと、である。  
 とりわけ、当初念頭にあったのは、

15730251 で中心的な調査地とし、書籍『住

民投票運動とローカルレジーム』にまとめた



 

新潟県巻町・柏崎市と東京の間に横たわる亀

裂状況であった。この亀裂状況を実証したう

えで、どうすれば連携に進めるのかを模索す

るという「亀裂から連携へ」という二段階の

研究課題を想定していた。しかし実際には、

新潟以外にも北海道の旧産炭地の事例と出

会うことになり、亀裂の問題を理論的に深め

ながらも、事例研究としては一足飛びに「連

携」の問題を考えざるを得なくなった。本課

題の申請当初から、海外の事例収集は念頭に

あったが、平成 19 年度から 20 年度にかけて

は英国を拠点に欧州の取り組みを調査する

こととなった。その結果、南ウェールズ地域

の事例に注目すべき連携モデルがあること

を発見するに至った。その詳細については以

下で縷々述べていくこととする。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
三年間にわたる本課題は、地域間比較の視

点のもとに持続可能な地域自治を探求する

準備作業と位置づけられている。目的の第一

は、東京圏内あるいは東京圏と非東京圏の亀

裂の状況を、より総合的に明らかにすること

であった。第二の目的は、その亀裂状況をこ

えて、持続可能な自治のモデル（ビジネスモ

デルならぬガバナンスモデル）を国内外の事

例を参考にして探求していくことである。研

究期間の 3 年間を通じて、本報告書の 1.で述

べたように英国を中心とする各地の事例収

集につとめ、そのなかで南ウェールズ地域の

旧産炭地の事例が注目すべきものであるこ

とを発見した。この事例と日本の旧産炭地の

事例とをブリッジすることを主たる課題と

し、平成 21 年度には新たな研究チームを構

成して科学研究費基盤（Ａ）に応募している。

また日本を代表する旧産炭地である常磐地

方や空知地域において、このチームによる現

地調査研修も実施した。すなわち、本課題を

通じて、「持続可能な地域自治」を探求する

本格的な展開への「準備作業」が名実ともに

完了したといってよい。 
 
 
 
３．研究の方法 

 
1.で触れたように、当初の方法論は「亀裂」

を実証的に深め、「連携」については事例を

収集するというものであった。前者について

は、結果としては理論的整備が中心となり、

いくつかの論文に見解を整理するに止まっ

た。一方、後者に関しては国内外の豊富な事

例を蓄積することができ、今後の大型研究プ

ロジェクトにつながる成果を挙げることが

できた。以上の経緯を振り返ると、本課題に

おける研究方法は、かなり探索的なものであ

ったといえる。ただし、本課題期間において

実施されるのは、『住民投票運動とローカル

レジーム』をまとめたのち、次の展開に向け

た準備作業であることは当初から分かって

いたことであり、研究計画書にもそのことは

強調してある。「若手研究」という研究種目

の性格からいって、一定程度の試行錯誤が許

容されなければ、研究の発展はありえないで

あろう。 
 
 
 
４．研究成果 
 
本報告書の1.に述べたように、当初持ってい

た展開可能性は二つあった。 Ａ．東京圏内、

あるいは東京圏と非東京圏の亀裂の状況を、よ

り総合的に明らかにすること。 Ｂ．その亀裂

状況をこえて、持続可能な自治のモデルを探求

していくこと、説得的な具体例を構築していく

こと、である。 
このうちＡについては東京大学出版会『講座

社会学３ 村落と地域』所収論文に地域社会学

の成果を踏まえた状況の素描を行ったほか、国

際社会学会RC21バンクーバー会議（2007/8）、

英国社会学会東ロンドン大学会議（2007/4）で

も東京圏内の状況について報告した。ここ数年

の社会状況の変化のなかで「地域格差」と言わ

れるようになった問題系と重なり、これらの考

察を踏まえる形で平成21年に『法学新報』に発

表した論文において、一応のまとめを行った。 
一方、Ｂの方向性については、2006年度にケ

ント大学を拠点にして英国での準備的地域調

査を実施した結果、南ウェールズの旧産炭地域

に新たなモデルを発見し、この地域と日本側の

取り組みとを架橋してゆけそうだとの見通し

 



 

を得た。また平成21年度夏にも改めて本課題の

経費により当地を訪問し、スウォンジー大学の

研究者・アーキビストなど関係者との信頼関係

を築くことができた。本課題とは別に得た

Daiwa Anglo-Japan基金の助成をもとに、2009年
度には日本と英国において旧産炭地の再生に

関するシンポジウムを開催することになって

おり、これは私の考える「連携のガバナンスモ

デル」の一つの実践である。 
この関係を国内で苦闘する諸地域の「持続

可能な自治」の理論と実践に活かしていくこ

とが、新たな研究方針となろう。こうしてガ

バナンスモデルの軸となる事例を発見した

ことにより、「新たな展開への準備作業」と

位置づけられた三年間の本課題は、所期の目

的を達成することができそうである。本課題

による探求と研究の成果は、すでに上述した

ような多くの研究会・学会等で報告し、論文

や書籍原稿のかたちで発表もしているが（本

報告巻末にあるように、合計で 8件にのぼる）、

こうした内容をさらに深めて、まとまった書

籍として出版できるよう努力したい。 
また平成21年度には、以上のような展開に

興味を持ちそうな国内の研究者と接触し、新

たな研究組織として「旧産炭地研究会」を形

成することもできた。この研究会を母体とし

て、新たに科学研究費基盤（Ａ）への応募を

はじめたところである。したがって本課題に

おける準備は新たな大型研究プロジェクトへ

と実を結びつつある。 
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